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ものの部分的に DNA 分子の塩基と塩基の間隔を解像することに成功したことについて述べた。 
 第５章では、実際に観察した DNA 分子に３次元フーリエフィルタリング法と Schiske’s Wiener filtering 法の異な
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用いて DNA 分子の観察を行い、コンタミネーション付着抑制効果が有効に働いていることを示した。 
















いるものの部分的に DNA 分子の塩基と塩基の間隔を解像することに成功したことについて述べている。 






ルダーを用いて DNA 分子の観察を行い、コンタミネーション付着抑制効果が有効に働いていることを示している。 
 以上のように、本論文は低電子線照射条件下での観察を強いられる試料の観察方法について記述したものであり、
その成果は電子顕微鏡学の今後の発展、および材料学、医学の今後の発展に寄与するものである。よって本論文は博
士論文として価値あるものと認める。 
